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１  入学前の準備  

 お子 様 や保 護 者 の皆 様 は、入 学 を前 にして、学 校 生 活 への期 待 と同 時 に、不 安 も抱 えてい
らっしゃることと思 います。  

 ぜひ、「 学 校 へ行 くとこんなことができるよ」 「 こんな楽 しいことがあるよ」 といった、前 向 きなイ
メージをお子 様 の心 の中 にふくらませてあげてください。  

 また、入 学 前 のさまざまな不 安 や緊 張 をやわらげ、学 校 生 活 にスムーズに入 っていけるよう、
今 の時 期 に次 のようなことができるよう、励 ましながら練 習 をお願 いします。  

 （ １ ） 生 活 について  

   ① あいさつと返 事  

    ・「 はい」 とはっきり返 事 ができる  
    ・明 るい声 であいさつができるように、ご家 庭 でも習 慣 づけてください。  

   ② 自 分 の名 前 を言 える  

     ・自 分 の名 前 をはっきりと言 えるようにしておきましょう。  

   ③ 身 の回 りのことを自 分 でできる  

    ・次 のような、基 本 的 な身 の回 りのことを、自 分 でできるように練 習 しておきましょう。  

   ▷ 洗 顔  
   ▷ 歯 みがき  
   ▷ 用 便 （ トイレ）  
   ▷ 着 替 え（ 脱 いだ服 はたたむ）  
   ▷ 学 用 品 の出 し入 れと整 理  
   ▷ 使 ったものの後 片 付 け  
   ▷ ランドセルの留 め具 の扱 い  
   ▷ 傘 や折 りたたみ傘 のひもの留 め方  など 

   ④ 食 事 を 20 分 程 度 で食 べ終 えられる  

    ・20 分 くらいの間 に食 事 を終 えられるようにすることを目 安 にしてください。  
    ・給 食 の時 間 は 20〜25 分 です。1 年 生 の最 初 の時 期 は少 し長 めに取 りますが、  
    「 時 間 を意 識 して食 べる」 ことができるよう、ご家 庭 でも声 かけをお願 いします。  

   ⑤ 友 達 と仲 良 く関 われる  

    ・「 友 達 と仲 良 く遊 ぶ」 「 友 達 と会 話 を楽 しむ」 といった、人 との関 わり方 に慣 れておけ  
    ると、学 校 生 活 のスタートがよりスムーズになります。  

   ⑥ 入 学 式 の翌 日 から一 人 で登 校 する準 備  

    ・入 学 式 の翌 日 からは、保 護 者 の付 き添 いなしで登 校 します。  
    ・近 所 の友 達 や上 級 生 と一 緒 に、安 全 に登 校 できるよう、次 の点 をご家 庭 で確 認 して
    ください。 
      ▷ 入 学 前 に、お子 さんと一 緒 に「 通 学 路 」 を複 数 回 歩 く 
      ▷ 横 断 歩 道 の渡 り方 や危 険 な場 所 などを、実 際 に見 ながら具 体 的 に教 える  
      ▷ お子 さんが  一 人 でも行 き帰 りができるよう、道 順 を覚 えさせる  
      ▷ また、安 全 のためにも、申 告 した通 学 路 を必 ず通 るようご家 庭 で徹 底 をお願 い  
         します。  

   ⑦ 朝 の登 校 時 刻  

   ・午 前 8 時 10 分 〜午 前 8 時 2０ 分 までに支 度 が終 わるように登 校 させてください。 
   ・開 門 は午 前 ８ 時 ですが、待 てるスペースは広 くありませんので、上 記 時 間 帯 内 での  
    登 校 をお願 いします。  
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（ ２ ） 学 習 について  

    ① 鉛 筆 の持 ち方  

    ・鉛 筆 を正 しく持 てるように、今 のうちから練 習 しておきましょう。  

   ② 自 分 の名 前 をひらがなで読 める  

    ・自 分 の名 前 を、ひらがなで読 めるようにしておきましょう。  

   ③ ひらがなや数 字 について  

    ・ひらがなや数 字 は、入 学 後 に学 校 で学 習 します。  
    ・無 理 に先 取 りをする必 要 はありません。  

   ④ 姿 勢 よく立 つ・座 る  

    ・「 正 しい姿 勢 で立 つ」 「 いすに座 ったときに、背 筋 を伸 ばして座  
 る」 といった基 本 姿 勢 が身 につくよう、ご家 庭 でも練 習 しておき  
 ましょう。  

   ⑤ 人 の話 を聞 く姿 勢  

    ・話 している人 の方 を見 て、話 を聞 くという習 慣 がついていると、  
 授 業 への入 り方 がスムーズになります。  
 ご家 庭 でも意 識 して声 かけをお願 いします。  

 （ ３ ） 入 学 までに準 備 するもの（ ご家 庭 で用 意 するもの）  

    ※ご家 庭 でご用 意 いただく物 は、すべてキャラクター柄 でないものをご用 意 ください。  

   ① 本 校 標 準 服 （ 冬 服 ）  

   ＜ 購 入 先 ＞  
     シンセイ TEL 3843-0036（ 住 所 ： 松 が谷 4-15-3）  

   ② 校 帽 ・上 履 き・体 育 関 係  

   ・校 帽 （ 紺 ： 冬 用 、白 ： 夏 用 ）  
    ・体 育 館 履 き  
    ・体 育 着  
    ・紅 白 帽 （ つば付 き）  

      ※体 育 館 履 きは、柏 葉 中 学 校 体 育 館 やセントラルスポーツ館 内 で使 用 します。  

＜ 購 入 先 ＞ （ ※いずれかで購 入 できます）  
   ▷シンセイ      TEL 3843-0036  松 が谷 4-15-3 
   ▷パッケージプラザ エンドー    TEL 3876-2556  下 谷 3-4-6 
   ▷丸 山 スポーツ     TEL 3874-5840  浅 草 6-13-5 

   ③ 白 靴 下 ・ズボン／ スカート  

    ・白 靴 下 （ くるぶしより上 〜ひざより下 の丈 の白 いもの）  
    ・半 ズボンまたは長 ズボン／ ひだ付 きスカート  （ 紺 色 ）  

   ④ ランドセル  

    ・色 の指 定 はありません。（ キーホルダーなどはつけない）  

   ⑤ 筆 箱  

    ・箱 型 の無 地 のもの 
    ・中 に鉛 筆 削 りが「 付 属 していない」 タイプのもの  

 

指定 
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   ⑥ 鉛 筆 ・赤 鉛 筆 ・青 鉛 筆  

    ・2B の鉛 筆 を 5 本 程 度  
     ・赤 ・青 鉛 筆 を各 1 本 （ もしくは赤 青 鉛 筆 1 本 ）  

    ※毎 日 削 って、よく書 ける状 態 にしておいてください。       

   ⑦ 消 しゴム  

    ・無 地 で、消 しやすいもの（ 四 角 で白 ）  

   ⑧ 巾 着 袋 類  

     ・上 履 き袋   ・・・ 縦  約 30cm × 横  約 25cm の巾 着 袋  

   ・体 育 着 袋 （ 巾 着 ）   ・・・ 縦  約 35cm × 横  約 30cm の巾 着 袋  

   ⑨ 防 災 頭 巾 ・防 災 頭 巾 カバー  

    ・防 災 頭 巾 本 体  
    ・椅 子 の背 もたれにかけるカバー（ サイズ： 縦  約 30cm ×  横  約 40cm）  
      ※使 い方 や保 管 方 法 の詳 しいお願 いは、「 ４  安 全 のための対 策 」 をご覧 ください。  

＜ 購 入 先 ＞  

    「 シンセイ」 、「 パッケージプラザ  エンドー」 で購 入 できます。  

    ※防 災 頭 巾 は、防 炎 加 工 されているものが望 ましいです。  

       （ 例 ）  

 

 

 

 

   ⑩ 給 食 セット  

     ・ランチョンマット  ・・・ 縦 25ｃ ｍ  × 横  30ｃ ｍ より大 きい  
          ものが良 いです。 
  ・箸 ,スプーン,フォーク  ・・・ 仮 校 舎 での給 食 の間 は必 要 です。  

  ・マスク 

  ・給 食 袋   ・・・ 上 記 すべてを入 れます。  

   ⑪ 水 筒  

     ・ひも付 きで、肩 からかけて持 ち運 べるもの  

   ⑫ 手 さげ袋 （ 週 末 用 ）  

     ・週 末 （ 休 みの前 日 ） に体 育 着 などを入 れて持 ち帰 るための  
       袋 です。  
      机 の横 に下 げておくこともあるため、縦 45cm 以 内 のもの  
       をご用 意 ください。  

 ⑬ スモック  

     ・図 工 の授 業 で使 用 します。汚 れてもよいものをご用 意 ください。  

 ⑭ ハンカチ・ちり紙  

      ・毎 日 持 たせていただき、身 につけて登 校 してください。  

台東区立金曽木小学校 

住所 台東区○○○ー○○電話 

○○○ー○○〇〇 

 名前 □□□□ 

頭巾の名札 

参考例 
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 （ ４ ） 学 校 でそろえて用 意 するもの（ 学 校 側 で用 意 ）  

   ・学 校 でまとめて用 意 するものは、次 のとおりです。  

   ▷ 教 科 書  
   ▷ 防 犯 ブザー  
    ▷ ランドセルカバー  
   ▷ なわとび  
   ▷ 道 具 箱  
    ▷ クレヨン  
   ▷ はさみ  
   ▷ のり 
    ▷ 色 鉛 筆  
   ▷ 下 じき  
   ▷ けんばんハーモニカ  
    ▷ 粘 土 ・絵 具 セット など 
     ※これらは  一 括 購 入 します。  

    ・その他 の学 用 品 については入 学 後 に担 任 から案 内 がありますので、それまで購 入 はお 
     控 えください。  
    ・台 東 区 では、ほとんどの教 材 費 を公 費 で負 担 しています。  
    ・胸 につける名 札 は、入 学 式 当 日 にお渡 しします。  

 （ ５ ） 持 ち物 に名 前 を書 きましょう  

   ・すべての持 ち物 には、小 さいものにも、本 人 が読 める「 ひらがな」 で記 名 してください。  
   ・どこに名 前 が書 いてあるか、お子 さん自 身 が分 かるようにしておきましょう。  
   （ 例 ） ねんどケースの場 合 は、本 体 、ふた、ねんどベラなどにも記 名 してください。  
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２ 金曽木よい子のきまり（毎年度４月に全校児童に配布しております） 

【服装のきまり】 

＜標準服＞ 

 ●儀式的行事の時や校外学習等で学校から指示があった時は、白いワイシャツ・ブラウス・白いくつ下
を着用します。 

 冬服（４月～５月、１０月～３月） 夏服（６月～９月） 

   

校帽 登下校時には紺の校帽をかぶります。 登下校時には白の校帽をかぶります。 

上着 

ブレザーの下に黒か紺のセーターなどを着て
も構いません。 
ブレザーの下からシャツが出ないようにしまし
ょう。 

夏服の上に着る場合は、黒、紺のカーディガン
かブレザーを着ましょう。 

シャツ下

着等 

ブレザーの中は、白ポロシャツ、白ワイシャツ、
白ブラウスを着ましょう。 

白ポロシャツ、白ワイシャツ、白ブラウスを着ま
しょう。 

ワイシャツやポロシャツの下には、必ず下着を着ましょう。 

髪 

髪の毛が肩より長い子は結んで登校しましょう。 
黒か紺色のゴムを使用します。シュシュやカチューシャは使用しません。 
ピン留めも、黒・紺色のものを使用しましょう。 

くつ下 普段は、無地の紺・黒・白のくつ下を着用します。長さはくるぶしより上からひざ下までです。 

寒い時

には 

標準服に準じた服装を基本とします。 
・長ズボン、レギンス、セーター、ベスト、カーディガンは黒か紺で飾りがないものが着用できます。 

（G パン・運動用パンツ不可） 
・登下校時には、標準服の上に防寒着(ランドセルの中に収納できる大きさのもの)を着 
 ることができます。また、手袋やマフラーも使用できます。 
 ※スポーツ観戦等で使用するベンチコートの着用は、不可とします。 

・体調が悪い時には、使い捨てカイロを使用することができます。 
（連絡帳で知らせます。） 

体育着 
体育の授業は、体育着に着替えます。学校指定のものを着ましょう。学校指定の長袖・長ズボン

体育着を着ることができます。赤白帽はつばありです。 
 
＜その他＞ 
  ・登校したら、胸に名札を付けましょう。 
  ・令和 7 年度より一足制となります。（外履きのまま） 
  ・ロッカーで保管をするため、体育館履きは、甲とかかとの部分にクラスと 
   名前を書きます。長期休業中に持ち帰り、洗って始業式に持ってきます。 
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【学習用具のきまり】 

 ・筆箱 ・・・  箱型で無地のものを使います。 

 ・鉛筆 ・・・  ２B～B を 5 本、赤・青鉛筆 1 本 

      他の色のペンや鉛筆は担任の指示に従います。 

      ※シャープペンシルは、持ってきません。 

 ・消しゴム ・・・  無地のものを使います。 

 ・下敷き ・・・  無地のものを使います。 

 ・ノート ・・・  学年で指定しているマスのものを使います。 

   ※上記 5 点はキャラクターのものやおもちゃのようなものを避けます。その他の文房具は持ってきません。 

 ・防災頭巾 ・・・  椅子の背もたれにかけられるものを用意します。 

   ※携帯電話・スマートフォンなど学校に関係ないものは持ってきません。 

【金曽木生活スタンダード】 

 ５つの「あ」を意識して生活をしましょう。 

  ・あいさつ  ・あつまり  ・あとかたづけ  ・あたたかい言葉   ・あきらめない心 

【登下校のきまり】 

 ＜登校時刻＞ 

  ・８：10～８：２０の間に正門を通れるようにしましょう。 

  ・８時２５分までに朝の用意をしましょう。 

 ＜下校時刻＞ 

  ・行事や放課後の状況によって、下校時刻が異なります。詳しくは、新年度に配布される週時程表で、 

   確認しましょう。 

   ※登下校路は必ず決められた道を通ります。 

 ＜欠席連絡＞ 

  ・遅刻・欠席の連絡は、朝８時までに学校連絡サービス「スクリレ」で連絡をお願いします。 

   緊急の場合は電話でも構いません。（事前に分かる欠席は、連絡帳で伝えます。） 

   （「スクリレ」の出欠席のコメントについては、出欠席の連絡や体調等の連絡のみ） 

  ・安全のため、子どもだけで早退はできません。保護者の方が教室までお迎えください。 

   遅刻の時も、保護者の方と教室まで一緒に登校します。 
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３  安全のための対策  

金 曽 木 小 学 校 では、子 どもたちが安 全 に学 校 生 活 を送 れるようにするため、日 ごろから
「 防 災 」 「 交 通 安 全 」 「 不 審 者 対 策 」 など、さまざまな取 組 を行 っています。  
  ここでは、その基 本 的 な対 策 と、ご家 庭 にお願 いしたいことをお知 らせします。  

 １  避 難 訓 練  

（ １ ）  避 難 訓 練 （ 毎 月 １ 回 ）  

・学 校 では、地 震 や火 災 などの災 害 に備 えて、毎 月 １ 回 、避 難 訓 練 を実 施 します。  
・非 常 時 に落 ち着 いて行 動 し、安 全 に避 難 できるようにすることが目 的 です。  

 ■ 防 災 頭 巾 について（ ご家 庭 へのお願 い）  

  ・各 ご家 庭 でご用 意 いただいた防 災 頭 巾 ・防 災 頭 巾 カバーは、次 のように扱 います。  
・防 災 頭 巾 には、お子 さんの名 前 や必 要 な情 報 を、見 やすい場 所 に記 入 してください。  
・地 震 などの災 害 に備 え、教 室 で常 備 します。  
・できるだけ、防 炎 加 工 されているものが望 ましいです。  
・防 災 頭 巾 は、椅 子 の背 もたれにかけるカバーと一 緒 に使 用 します。  
・カバーにも名 前 の記 入 をお願 いします。  
※防 災 頭 巾 ・カバーの例 は、P４ 「 （ ３ ） 入 学 までに準 備 するもの」 ⑨をご参 照 くださ
い。 

 （ ２ ） 引 き渡 し訓 練 （ 年 １ 回 ）  

・大 きな災 害 などが起 きた際 、保 護 者 の方 にお子 さんを引 き渡 す訓 練 を、年 １ 回 実 施  
します。 

・引 き渡 し訓 練 を通 して、非 常 時 の連 絡 方 法 や、学 校 からの下 校 手 順 を確 認 します。  

 ２  交 通 事 故 から身 を守 るために  

 （ １ ） 交 通 ルールを守 る習 慣 づけ  

  ・日 ごろから、交 通 ルールを守 る習 慣 が身 につくよう、ご家 庭 での声 かけをお願 いしま
す。 
・特 に、次 の点 にご注 意 ください。  
・小 学 生 が巻 き込 まれる交 通 事 故 は、飛 び出 しが原 因 となるケースが多 いと言 われて  
 います。  
・青 信 号 でも車 が来 ることがあるので、お子 さんに伝 えてください。  
・道 路 を渡 るときは、  

  ► 立 ち止 まる  
► 右 を見 る  
► 左 を見 る 
► もう一 度 右 を見 る  

   の順 に確 認 し、手 を挙 げて、歩 いて渡 るように教 えてください。  

 （ ２ ） 通 学 路 を歩 く練 習  

 ・入 学 前 に、お子 さんと一 緒 に通 学 路 を実 際 に複 数 回 歩 いて確 認 してください。  
・その際 、どの場 所 が危 険 かを具 体 的 に話 し合 い、「 ここは車 に気 をつける場 所 だよ」   
 などと、わかりやすく教 えてください。  

  ・学 童 クラブを利 用 する場 合 は、  

  ► 学 校 から学 童 クラブまで  
► 学 童 クラブから自 宅 まで  

   の行 き帰 りも、事 前 に一 緒 に歩 いて確 認 しておきましょう。（ 特 に暗 くなった時 ）  
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 （ ３ ） 自 転 車 に乗 るようになる時 期 に  

・小 学 校 入 学 前 後 は、ちょうど自 転 車 に乗 り始 める時 期 でもあります。  
・ご家 庭 で、次 の点 をご指 導 ください。  

  ► 自 転 車 の安 全 な乗 り方 を、繰 り返 し教 えてください。  
► 自 転 車 に乗 るときは、必 ずヘルメットを着 用 させてください。  
►  ブレーキやタイヤなど、自 転 車 の状 態 を定 期 的 に点 検 してください。  

 ・３ 年 生 で実 施 する自 転 車 教 室 までは、保 護 者 が付 き添 って自 転 車 を利 用 するように  
       してください。  

 （ ４ ） 学 校 での安 全 指 導 ・交 通 安 全 指 導  

  ・学 校 では、次 のような指 導 を行 っています。  

  ►毎 月 １ 回 、「 安 全 指 導 」 を行 っています。  
►年 に２ 〜３ 回 、「 交 通 安 全 指 導 」 を行 っています。  

  これらを通 して、子 どもたちが自 分 の身 を守 る力 を育 てていきます。  

 ３  「 子 ども安 全 の日 」  

 ・台 東 区 では、学 期 に１ 回 、学 年 ごとに一 斉 下 校 を行 う「 子 ども安 全 の日 」 を設 けて 
 います。実 施 日 や内 容 の詳 細 は、来 年 度 配 布 の学 校 行 事 予 定 表 でお知 らせします。  

 ４  その他 （ 防 犯 ・連 絡 方 法 など）  

  ・子 どもたちをさまざまな危 険 から守 るため、次 の点 についてもご協 力 をお願 いします。  
・外 出 の際 は、防 犯 ブザーを携 帯 させてください。  
・防 犯 ブザーは区 から貸 与 されます。入 学 式 の日 にお渡 しします。  
・学 校 からの登 下 校 や緊 急 時 のお知 らせは、学 校 等 連 絡 サービス「 スクリレ」 を通 じて    
 配 信 します。  
 ※欠 席 連 絡 や遅 刻 ・早 退 のきまりについては、P7「 登 下 校 のきまり」 をご覧 ください。 
・知 らない人 から声 をかけられたとき、どう行 動 するかについて、ご家 庭 で具 体 的 に話  
 し合 っておいてください。  
・万 が一 、被 害 に遭 った場 合 や不 審 なことがあった場 合 は、すぐに１ １ ０ 番 してください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 


